
科 目 名 
基礎統計学演習 

Seminar in Basic Statistics 
科目区分 共 通 単 位 数 １単位 

教 員 名 大橋 渉 必修・選択 選 択 
開講年次 第１学年 

開講学期 後学期 

科目概要 

本科目では統計学の基礎知識について学び，量的研究における数値のもつ意味を理解する。加えて，

量的研究の手法の一つである基礎的な統計学について，講義・演習を通して実践的で具体的な方法を学

修し，自身の研究への適用を目指す。 

本科目は DP として，高度専門職者として優れた能力ないし教育・研究活動に貢献できる能力に対応す

るものである。 

目   標 
１ 統計学の基本的考え方とその手法について理解し，説明できる。 

２ 統計学の基礎的手法をもちいた研究結果の統計的な解釈について，自らの言葉で説明できる。 

３ 基礎的な統計解析の方法を理解し，実践できる。 

内   容 

１ 統計学の基礎(１) 

測定データの性質 

独立，関連（対応のある），名義尺度，順序尺度，間隔尺度，

データと情報、正規分布，パラメトリック/ノンパラメトリッ

ク，平均，分散・標準偏差、基本統計量 

大 橋  渉 

２ 統計学の基礎(２) 
統計的検定の意味 

なぜ統計的検定が必要なのか  

統計学的検定の仕組み，有意水準，ｐ値とは？ 

大 橋  渉 

３ 統計学の基礎(３) 

群間比較 

２群比較のための検定方法（t 検定，Mann-Whitneyの U 検定，

χ2 乗検定，Fisher の正確確率検定） 

大 橋  渉 

４ 統計学の基礎(４) 

変数間の関連（相関） 

Pearson の積率相関係数，Spearman の順位相関係数，相関関係

と因果関係、相関係数の p 値の意味  

大 橋  渉 

５ 統計学の基礎(５) 

回帰分析の基本 

予測とは何か、予測の必要性、説明変数、目的変数、単回帰，

重回帰，ロジスティック回帰 

大 橋  渉 

６ 統計学演習（１） 
解析の実践：質問紙データを使った統計解析の実践（SPSS を

使用）① 
大 橋  渉 

７ 統計学演習（２） 
解析の実践：質問紙によるデータを使った統計解析の実践

（SPSS を使用）② 
大 橋  渉 

８ 統計学演習（３） 結果の示し方：データを使った図表作り（演習レポート作成） 大 橋  渉 

学修方法 

１ 最新の知見に基づいて講義を構成するため，講義前には講義内容に関連する書籍・文献を読み込ん

で授業に臨むこと(90分程度)。 

２ 講義後は講義内容やディスカッションした内容を振り返り，復習しておくこと(90分程度)。 

３ 授業では学生の主体的なディスカッションを通して学修を深める。 

４ 授業内容の質問，ディスカッション，レポートについては全体または個別にフィードバックを行う。 

評価方法 演習レポート(60％)，参加状況(40％)により評価する。 

教 科 書

・参考書 

教科書：不要。資料を配布する。 

参考書：対馬栄輝著：「SPSS で学ぶ医療系データ解析」，東京図書，第 2 版（2016/12）, 3,520 円（税込） 

履修上の 

注 意 点 

１ 各単元の前後について，各 60 分以上の準備学修が必要である。 

２ 授業に関する質問等には，授業内で全体に共有できるようにフィードバックする。 

３ 主体的な学修態度で臨むことを期待する。 

４ 不測の事態で対面授業ができない場合は，遠隔授業に変更する場合がある。 

オフィスアワー 大橋 渉：金曜日 16:30～18:00 Ｄ棟４階 臨床研究支援センター 

 


